
資料２



・ご家庭では、検温を始め、体調を確認し、喉の痛みなど
少しでも症状があるときは登校・登園は控えてください。

ポイント１

・常に、換気をしっかり行いましょう。

・手洗い、手指や多くの人が触れる部分（机、ドアノブ等）の
消毒など基本的な感染防止対策を徹底してください。

・子どもや職員の体調管理を徹底し、体調不良時は帰宅させましょう。

・同居するご家族に感染者が確認された場合は、所属する学校や
関係する施設に速やかに連絡し、登校を控えるなどの検討を。

ポイント２



ポイント２-①

・発育状況や活動状況等に応じて
マスク着用の有無を適切に判断しましょう。

・複数のクラスが合同で行う活動は、
中止、延期や縮小するなど方法を検討しましょう。

・飲食を伴う場面では、机を向かい合わせにしないことや、
会話を控えるなど、飛沫防止対策を講じてください。

《感染事例》合同保育による感染拡大



ポイント２-②

・小学校と放課後児童クラブは互いに連携し、利用可能である
場合は、より広い教室や体育館等の活用を進めてください。

・会話時のマスク着用を徹底させてください。
また、正しいマスクの着用を指導しましょう。

・飲食を伴う場面では、机を向かい合わせにしないことや、
会話を控えるなど、飛沫防止対策を講じてください。

・学校等における密集や近距離での活動等は避け、
時間や場所を分散してください。

《感染事例》放課後児童クラブへの移動中のマスク非着用
クラブ内での密接した活動



ポイント２-③

・活動中の身体的距離を確保し、換気及び衛生管理や、
部室使用時の人数管理などを徹底し感染リスクを下げましょう。

・換気の悪い場所での食事はより対策を徹底し、
話をする際はマスクを着用しましょう。

・複数人数での登下校中も、マスクの着用を徹底しましょう。

《感染事例》十分な距離を取らず、マスクを
外した状態で練習した屋内部活動

《感染事例》学校外での複数の友人との外食

・学校内での活動だけでなく、大会や練習試合等でも
感染対策を徹底しましょう。


